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【はじめに】近年注目を集めるプラズモン光ピンセット（plasmon optical tweezers; POT）は、プラ

ズモン増強光圧により、ナノ粒子を捕捉する手法である[1, 2]。しかしながら、本来高い捕捉能を

示すはずの POTが、実際にはプラズモン励起に伴う局所的な熱発生により捕捉がしばしば阻害さ

れることがわかった。これに対し我々は昨年、シリコンナノニードル構造体（ブラックシリコン; 

b-Si）が、POT に比肩する捕捉力を有することを発見し、Nano-structured Semi-Conductor-Assisted 

(NASSCA)光ピンセットと命名した[3]。本研究では、ナノニードル構造を有するシリコン単結晶

基板と金属基板を用いてナノ粒子の光捕捉を実証すると共に、その性能とメカニズムの解明を目

指す。 

【実験】プラズマドライエッチング処理によりシリコン基板と金属基板の表面にナノ微細構造を

作製した。捕捉対象物である蛍光性ポリスチレンビーズ（直径 500 nm）を分散させた水溶液を基

板にそれぞれ接触させ、1064 nmレーザー光を用いて光捕捉実験を行った。 

【結果と考察】b-Si 基板を用いて光捕捉を行ったところ、光照射

範囲内に安定して粒子が捕捉された（Figure.1）。NASSCA では実

励起を伴わないため、熱の影響を無視できる。そのため POTでは

実験困難な高強度での捕捉も実施できる。実際に 3.2 MW/cm2 以

上の光強度で光捕捉を試みたところ、照射範囲の外側にまで及ぶ

大量の粒子捕捉に成功した。捕捉能のナノニードル高さ依存性やナ

ノ粒子のサイズ依存性も明らかにした。一方、金属基板を用いると、

熱の影響により劇的に捕捉挙動が変化した。 
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